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マスクの着用や検温など、 感染症の予防にご協力をお願いします。

市の取り組みを紹介します

SDGsを知ろう！
　　 立川から、持続可能な世界を目指して

できることから始めよう！ 気軽にできるSDGsアクション

特 集 　最近、テレビや新聞などで、SDGs（エスディージーズ）という言葉を目にしたこ

とはありませんか。SDGsとは、「人間が地球上で暮らし続けていくために取り組ま

なければならない、世界共通の目標」のことです。未来を担う子どもたちのために、

SDGsについて理解を深め、できることから始めてみませんか。

問企画政策課・内線2692

　SDGsとは、Sustainable Development Goalsの略称で、

日本語では「持続可能な開発目標」と訳されます。貧困

や紛争、気候変動など、世界が直面しているさまざまな

問題を解決し、将来にわたって地球上で暮らし続けるこ

とができるようにするため、2015年の国連サミットで

採択されました。

　「誰ひとり取り残さない」という共通理念のもと、右

図のような17のゴール（目標）と、それを達成するため

の169のターゲット（より具体的な目標）が設定されてい

ます。SDGsは、開発途上国だけでなく、先進国を含む

すべての国々が協力し、2030年までに達成することを

目指しています。

　SDGsを実現するためには、国や自治体だけでなく、

企業や地域団体、市民の皆さんなど、さまざまな主体が

連携し、一体となって取り組むことが必要です。そのた

め、市はSDGs推進委員会を設置し、市内の企業や地域

団体の皆さんと、SDGsに関する取り組みや課題につい

て意見交換などを行っています。

SDGsってなに？

SDGs推進委員会を設置しました

　日ごろからマイバッグやマイ

ボトルを持ち歩きましょう。プ

ラスチックごみの削減だけでな

く、節約にもつながります。

　普段の何気ない生活の中でもSDGsの実現につながる行動はたくさんあります。自分にできる

ことを探して、まず行動してみましょう。

このほかにもできることがないか
考えて、書き出してみましょう。

■ 総務省
　SDGsの各ゴール・ターゲット等につい
て、くわしくまとめられています。

■ 立川市
　市のSDGsに関する取り組みやSDGs推
進委員会に関することを掲載しています。

［ ゴー・ゴールズ！ すごろくでSDGsを学ぼう ］
　すごろく形式で子どもも大人も楽しく
学べます。

SDGsについて
もっと知りたい方は

　みのーれ立川では、高品質で新鮮な立川産農畜産物を販売してい

ます。併設された畑や広場では、親子農業体験などのイベントが行

われ、市民の方が農業に触れ交流する場としても活用されています。

みのーれ立川で
地産地消を推進

　子育て中の保護者が孤立せずに安心して子育てができるよう、

講座や交流会を開催しています。また、子育て支援情報を提供し

たり、関係団体との交流の機会を設けたりもしています。

地域で支えあう
子育て支援

　大山自治会の皆さんにご協力いただき、分別した生ごみをたい

肥の発酵促進剤としてリサイクルしています。できたたい肥は、

大山自治会や保育園、小・中学校などの花壇で活用されています。

生ごみを
たい肥にして活用

　たちかわ健康体操とラジオ体操を組み合わせた体操教室を開催

し、介護予防を推進しています。また、体操をしたいグループが

主体的・継続的に活動できるよう、支援も行っています。

体操を通じた
介護予防の促進

　徒歩や自転車など、環境にや

さしい移動手段にしてみません

か。適度な運動は健康づくりや

ストレス解消にも効果的。

　買いすぎや作りすぎに注意し

ましょう。すぐに使わない食材

は冷凍したり、野菜の皮を捨て

ずにきんぴらにしてみても。

　エアコンの設定温度を冬は低

め、夏は高めにしてみましょう。

お風呂の水を洗濯に再利用する

のも有効です。

　「男性だから」「女性だから」と

無意識に役割を決めつけていま

せんか。家庭や職場、学校など

での行動を見直してみましょう。

企画政策課 岡本さん

カラーホイールは、17のゴールが相互につながり関係しあっていることを表しています▲

◀11月25日には国際基督教大学の
　オールジェンダートイレを視察しました

▲10月14日に開催された第１回SDGs推進
委員会の様子

　SDGs推進委員会は、地域で活躍する方を中心に、

各ゴールと関連の深い団体から委員をお招きしてい

ます。また、SDGsのゴールの１つであるジェンダ

ー平等の観点から、半数以上を女性が占めています。

委員会を契機として、分野を超えた連携を推進し、

SDGsの実現を目指していきます。
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■ 国際連合広報センター
［ ナマケモノにもできるアクション・ガイド ］

　日常生活でできる取り組みの実例を紹
介しています。

カバンにはいつも
マイバッグとマイボトルを

移動は
徒歩や自転車で

食材は捨てずに
使いきる

節電・節水を
意識しよう

性別による
先入観を捨てよう
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